
１

首
都
圏
人
口
成
熟
問
題
と
横
浜

首
都
圏
で
は
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か

　
首
都
圏
で
起
こ
っ
て
い
る
現
象

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
捉
え
る
視
点
は
２

つ
で
す
。
１
つ
は
基
本
的
な
統
計

を
み
る
こ
と
で
す
。
も
う
１
つ
は
、

現
場
を
見
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
訓
練
を
し
て
み
ま
す
。
次

の
意
見
の
う
ち
正
し
い
の
は
ど
れ

で
し
ょ
う
。

　
①
「
今
回
の
景
気
回
復
局
面
で
、

首
都
圏
・
名
古
屋
圏
で
は
人
口
の

流
入
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
総
じ

て
、
人
口
流
出
が
続
い
て
い
る
。
」

②
「
首
都
圏
で
は
、
新
規
の
オ
フ

ィ
ス
投
資
が
活
況
を
呈
し
て
お

り
、
地
価
は
長
期
的
な
上
昇
局
面

に
入
っ
た
。
」
③
「
東
京
お
よ
び

横
浜
都
心
部
を
中
心
に
旺
盛
な
マ

ン
シ
ョ
ン
投
資
が
続
い
て
い
る
の

は
、
不
況
の
地
方
圏
か
ら
上
京
す

る
人
口
の
流
れ
が
、
高
度
成
長
期

な
み
に
大
き
く
な
り
始
め
て
い
る

か
ら
だ
。
」
④
「
地
方
で
は
消
費

不
況
が
続
く
が
、
首
都
圏
や
名
古

屋
圏
で
は
景
気
回
復
に
よ
り
小
売

販
売
額
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
」

①
首
都
圏
に
人
口
が
流
入
し
て

　
い
る
か

　
首
都
圏
に
人
口
が
流
入
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
見
て
み
ま
す
。
首

都
圏
一
都
三
県
へ
の
人
口
流
入

は
、
高
度
成
長
期
の
昭
和
4
1
～
4
3

年
頃
が
ピ
ー
ク
で
、
年
間
4
0
万
人

弱
で
し
た
が
、
バ
ブ
ル
の
頃
か
ら

流
入
が
減
り
、
現
在
は
４
分
の
Ｉ

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
理
由
は
、

少
子
化
か
進
み
、
上
京
す
る
子
ど

も
が
少
な
い
か
ら
で
す
（
図
１
）
。

　
次
に
東
京
都
市
圏
内
の
流
入
、

流
出
を
見
て
み
ま
す
。
横
浜
市
全

体
で
は
、
人
口
は
流
入
し
て
い
ま

す
。
人
口
が
３
６
０
万
人
い
て
、

５
年
間
で
３
％
位
の
流
入
で
、
絶

対
数
で
も
年
間
に
２
万
人
位
入
っ

て
い
ま
す
。
都
筑
区
、
青
葉
区
の

田
園
都
市
線
、
西
区
、
中
区
の
都

心
が
流
入
、
中
区
は
1
3
・
２
％
で

す
。
緑
区
、
神
奈
川
区
、
港
北
区
、

瀬
谷
区
、
鶴
見
区
は
流
入
、
磯
子

区
、
港
南
区
、
旭
区
は
流
出
で
す
。

　
東
京
特
別
区
は
、
流
入
率
が
高

い
が
、
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、

2
0
0
4
年
以
降
は
自
然
減
で

す
。
神
奈
川
県
は
、
西
に
行
く
ほ

ど
人
口
は
流
出
し
て
い
ま
す
。
箱

根
は
大
流
出
で
す
が
、
神
奈
川
県

を
越
え
て
熱
海
、
伊
東
は
人
口
が

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
個
別
に
見

て
み
る
と
、
東
京
に
近
い
か
ら
有

利
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
常
磐
線
沿
線
で
は
、
東
京
に
近

い
ほ
ど
流
入
と
い
う
セ
オ
リ
ー
は

成
立
し
ま
せ
ん
。
便
利
な
北
千
住

が
流
出
、
墨
田
区
、
荒
川
区
、
江

戸
川
区
が
流
入
で
、
葛
飾
区
が
流

出
で
す
。
柏
が
流
入
で
、
松
戸
、

取
手
は
流
出
で
す
。

②
首
都
圏
の
地
価
は
上
昇
し
て

　
い
る
か

　
便
利
な
取
手
が
な
ぜ
流
出
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
取
手
に
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
と
日
本

ハ
ム
等
の
主
力
工
場
が
あ
り
、
財

政
状
態
は
良
好
、
利
根
川
の
自
然

堤
防
の
上
で
冠
水
し
ま
せ
ん
。
住

宅
地
は
良
好
な
地
盤
の
上
に
建
っ

て
い
て
、
震
災
に
強
い
、
食
糧
も

自
給
で
き
ま
す
。
成
田
空
港
は
近

く
、
始
発
駅
。
茨
城
県
内
で
一
番

教
育
水
準
も
高
い
し
、
甲
子
園
に

も
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な

ぜ
流
出
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
開
発
の
余
地
が
な
い

か
ら
で
す
。
地
主
が
つ
け
た
価
格

が
、
実
際
よ
り
高
過
ぎ
る
か
ら
開

発
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
に
高
い
値
段
を
つ
け
ら
れ
る

と
、
開
発
の
し
よ
う
が
な
い
の
で

す
。
少
し
前
の
中
区
と
同
じ
状
況

で
す
。
地
価
が
高
い
た
め
、
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
設
し
た
ら
売
れ
る
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
開
発
の

余
地
が
な
い
の
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
街

が
壊
減
し
て
、
地
主
が
マ
ン
シ
ョ

ン
で
い
い
と
思
う
と
、
土
地
が
空

い
て
開
発
余
地
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
余
地
は
す
べ
て
経
済
観
念
で

す
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
来

る
と
い
う
の
で
、
高
い
値
段
を
つ

け
た
所
は
、
人
が
入
り
ま
せ
ん
。

バ
ブ
ル
で
失
敗
し
、
最
後
の
機
会

と
思
っ
て
地
主
は
必
死
で
売
り
に

執
筆藻

谷
　
浩
介

日
本
政
策
投
資
銀
行

地
域
企
画
部
参
事
役

図１図２
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出
る
所
か
ら
、
大
流
人
し
ま
す
。

取
手
は
、
住
人
は
便
利
だ
と
知
っ

て
い
る
が
、
世
の
中
に
は
知
ら
れ

て
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い

の
で
、
地
価
が
高
い
。
だ
か
ら
駅

前
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
殆
ど
な
い
の

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
れ
ば
、

条
件
の
い
い
川
崎
市
、
横
浜
市
で

も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
人
口
流
入
日
本
一
の
自
治
体

は
、
東
京
都
中
央
区
で
、
3
5
％
で

す
。
以
下
、
千
代
田
区
、
港
区
、

横
浜
市
中
区
、
浦
安
市
が
ベ
ス
ト

５
で
す
。
こ
れ
は
地
価
が
下
が
っ

て
い
る
証
拠
で
す
。
あ
き
ら
め
て

マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
た
と
こ
ろ
が
多

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
オ
フ
イ
ス
・
マ
ン
シ
ョ
ン
着
工

　
は
増
え
て
い
る
か
、
地
価
は

　
上
昇
し
て
い
る
か

　
2
0
0
2
年
か
ら
0
4
年
に
か
け

て
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
着
工
は
、
対

前
年
同
期
比
で
２
割
増
、
５
割
増

と
か
３
割
増
に
な
る
か
ら
、
好
調

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
後
３
割
減

と
な
り
ま
す
。
増
が
２
つ
に
減
が

１
つ
な
ら
、
増
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
絶
対
数
を
見
れ
ば
、

横
ば
い
だ
と
分
か
り
ま
す
。
絶
対

数
で
は
、
2
0
0
5
年
の
首
都
圏

の
オ
フ
ィ
ス
着
工
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
３
番
目
の
低
水
準
で
す
。
こ

れ
は
統
計
の
見
方
で
す
。

　
か
わ
り
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
激
増

し
て
い
ま
す
。
素
人
に
は
、
建
築

工
事
を
見
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
と
オ

フ
ィ
ス
の
区
別
は
つ
か
な
い
か

ら
、
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、

好
景
気
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
け
ば
、

オ
フ
ィ
ス
が
増
え
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
現
場
の
人
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
だ
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
最
近
ま
で
、
地
価
が
上

が
っ
た
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
小
売
販
売
額
は
増
加
し
て
い
る
か

　
商
業
は
、
地
域
の
経
済
力
で
、

住
民
の
生
活
力
の
基
本
的
な
指
標

で
す
。
横
浜
市
内
で
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
も
、
お
店
の
売
場
面
積
が

増
え
て
い
ま
す
。
横
浜
市
内
全
体

の
お
店
の
売
場
面
積
は
、
２
１
１

万
㎡
か
ら
２
８
１
万
㎡
に
、
2
5
％

増
え
て
い
ま
す
。
売
場
面
積
が
増

え
た
ら
、
売
上
も
増
え
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
７
０
０
億
円
下
が

っ
て
い
ま
す
、
9
8
年
か
ら
３
千
億

円
下
が
っ
て
い
ま
す
。
店
を
増
や

し
て
、
売
上
が
増
え
な
け
れ
ば
、

従
業
員
が
切
ら
れ
ま
す
。
平
成
の

二
け
た
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
店
が

増
え
て
も
従
業
員
は
減
る
と
い
う

結
果
が
起
き
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

　
バ
ブ
ル
の
売
上
を
１
０
０
と
す

る
と
、
Ｍ
Ｍ
の
開
発
が
あ
り
１
０

６
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
減
少
し
て
、
現
在
は
9
8
に
な
っ

て
い
ま
す
。
従
業
員
は
５
年
間
で

８
千
３
百
人
も
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
雇
用
で
す
。
８
千
３
百
人
は
、

メ
ー
カ
ー
の
雇
用
が
３
千
人
減
る

の
と
同
じ
く
ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト

で
す
。
そ
れ
だ
け
市
の
経
済
が
衰

え
て
い
く
か
ら
、
売
上
が
落
ち
ま
す
。

　
首
都
圏
全
体
は
、
9
3
で
す
。
首

都
圏
で
は
、
最
近
の
２
年
間
だ
け

で
7
5
万
㎡
も
売
場
面
積
が
増
え

て
、
売
上
が
２
千
４
百
億
円
減
っ

て
い
ま
す
。
従
業
員
は
３
万
７
千

人
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
を

下
げ
て
い
る
の
は
、
東
京
都
心
部

で
す
。

　
日
本
の
デ
パ
ー
ト
は
、
港
北
東

急
、
大
丸
札
幌
店
、
名
古
屋
タ
カ

シ
マ
ヤ
、
京
都
伊
勢
丹
な
ど
へ
の

投
資
は
あ
る
け
れ
ど
東
京
の
都
心

部
へ
の
デ
パ
ー
ト
投
資
は
、
1
9

9
6
年
の
新
宿
高
島
屋
が
最
後
で

す
。
事
業
者
は
、
売
上
減
を
見
て
、

出
店
し
ま
せ
ん
。
基
本
統
計
に
出

て
い
る
こ
と
と
、
現
場
の
肌
感
覚

と
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
人
間
は
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
世
の
中
に

起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
セ
オ
リ
ー

を
見
つ
け
る
、
帰
納
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
現
場
で
起
き
て
い
る

こ
と
は
セ
オ
リ
ー
に
一
致
し
ま
す
。

　
政
府
は
、
戦
後
最
長
の
好
景
気

と
い
う
が
、
全
然
消
費
が
回
復
し

て
い
ま
せ
ん
。
落
ち
て
い
る
の
は

お
店
の
売
上
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
花
王
は
、
2
4
年
連
続
増
収
増

益
の
後
、
去
年
か
ら
減
収
に
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
国
内
の

売
上
は
、
２
年
連
続
で
落
ち
て
い

ま
す
。
ト
ヨ
タ
の
販
売
す
ら
落
ち

る
好
景
気
と
は
、
お
か
し
い
と
気

が
つ
く
は
ず
で
す
。

２

考
え
る
視
点
は
基
本
統
計
と

現
場
を
見
る
こ
と

　
首
都
圏
で
起
こ
っ
て
い
る
現
象

を
い
く
つ
か
の
面
か
ら
捉
え
て
き

ま
し
た
が
、
基
本
統
計
と
、
現
場

を
見
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
現
場

を
見
る
と
い
う
の
は
、
自
分
の
身

の
回
り
で
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
結
論
を
仮
定
す
る
、
仮

説
を
立
て
る
こ
と
で
す
。
身
の
回

り
で
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

る
習
慣
を
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

①
地
域
を
見
る
視
点
:
人
口
の

　
流
出
入

　
地
域
を
見
る
視
点
で
、
地
域
が

元
気
か
ど
う
か
を
見
る
基
本
は
、

人
口
の
流
出
入
で
す
。
そ
れ
も
、

首
都
圏
全
体
で
の
出
入
り
で
す
。

　
人
口
増
減
は
出
生
、
死
亡
が
入

る
か
ら
見
ま
せ
ん
。
例
え
ば
同
じ

人
口
増
で
も
、
大
阪
市
と
伊
東
市

は
内
容
が
違
い
ま
す
。
大
阪
市
は
、

若
者
が
流
出
し
て
い
て
も
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
か
ら
、
増
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
東
市
は
、

年
寄
り
の
死
亡
は
多
い
が
、
人
が

流
人
し
て
い
ま
す
。
動
け
な
い
人

が
死
ん
で
、
動
け
る
人
が
入
る
か

ら
、
活
力
が
あ
り
ま
す
。
人
口
は

流
出
し
て
い
る
の
に
、
出
生
で
増

え
て
い
る
所
は
、
い
ず
れ
子
ど
も

が
生
ま
れ
な
く
な
る
か
ら
、
人
口

減
少
に
な
り
ま
す
。

　
新
幹
線
沿
線
で
、
最
も
人
口
が

流
入
し
て
い
る
の
が
軽
井
沢
の

５
・
９
％
で
、
最
も
人
口
が
流
出

し
て
い
る
の
が
、
越
後
湯
沢
の
マ

イ
ナ
ス
４
・
１
％
で
す
。
越
後
湯

沢
と
軽
井
沢
は
、
業
者
が
開
発
を

進
め
た
所
と
、
抑
え
た
所
の
違
い

で
す
。
東
京
近
郊
の
３
大
別
荘
地

は
、
軽
井
沢
、
日
光
、
箱
根
で
す

が
、
日
光
、
箱
根
は
マ
イ
ナ
ス
で

す
。
こ
れ
は
企
業
の
保
養
所
が
な

く
な
っ
た
か
ら
で
、
乱
開
発
し
た

所
は
必
ず
滅
び
ま
す
。
政
策
の
違

い
が
人
口
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

出
ま
す
。
ど
ん
な
に
資
源
が
あ
っ

て
も
、
人
間
が
努
力
を
し
な
い
と

こ
ろ
は
滅
び
ま
す
。

②
人
口
構
成
が
問
題
:
2
0
歳
か
ら

　
5
9
歳
は
減
少

　
首
都
圏
一
都
三
県
は
、
2
0
0

0
年
か
ら
0
5
年
に
か
け
て
9
5
万
人

増
え
て
、
社
会
増
加
で
5
6
万
人
増

え
ま
し
た
が
、
2
0
歳
か
ら
5
9
歳
の

人
は
、
3
0
万
人
減
っ
て
い
ま
す
。

人
口
さ
え
流
人
す
れ
ば
首
都
圏
は

発
展
す
る
と
い
う
、
長
ら
く
続
い

た
信
仰
が
終
わ
っ
た
の
で
す
。
入

っ
て
き
た
の
は
若
者
で
、
退
職
し

て
地
方
に
帰
る
年
寄
り
の
数
が
多

い
の
で
、
人
口
が
流
れ
込
ん
で
も

納
税
者
は
増
え
ま
せ
ん
。
5
0
代
後
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半
の
流
出
が
多
い
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
５
年
間
、
2
0
歳
か
ら

5
9
歳
は
、
7
5
万
人
も
減
り
ま
す
。

総
人
口
の
増
減
は
、
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
何
歳
の
人
が
増
え
る

の
か
が
大
事
で
す
。
世
代
に
よ
っ

て
人
数
が
違
い
ま
す
。
今
か
ら
５

年
前
で
す
が
、
Ｏ
―
４
歳
の
乳
幼

児
を
１
０
０
と
し
た
ら
、
団
塊
は

１
８
０
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
は
１
５

５
、
昭
和
1
5
～
1
9
年
生
ま
れ
は
１

４
３
で
す
。
団
塊
の
世
代
は
多
い

で
す
が
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
や
そ
の

後
は
、
子
ど
も
が
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
の
実
態
で
す
。
総
人
口

の
中
の
比
率
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
現
役
が
減
っ
て
、
住
民
税
の
納

税
額
が
激
減
す
る
時
点
で
問
題
を

把
握
し
な
か
っ
た
ら
、
市
の
運
営

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
治
体
の
最
大

の
問
題
は
、
現
役
の
絶
対
数
の
増

減
で
す
。

③
現
役
減
少
は
消
費
構
造
に
変
化

　
2
0
歳
か
ら
5
9
歳
し
か
買
わ
な
い

も
の
は
結
構
あ
り
ま
す
。
郊
外
一

戸
建
て
住
宅
、
座
席
の
多
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
カ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
、
通
勤

定
期
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
な
ど
。
マ

ク
ロ
経
済
学
で
は
人
口
減
イ
コ
ー

ル
供
給
能
力
の
低
下
と
言
う
が
、

供
給
能
力
は
下
が
り
ま
せ
ん
。
問

題
は
、
物
を
買
う
人
間
が
減
る
こ

と
で
す
。
客
が
減
れ
ば
、
景
気
が

よ
く
て
も
車
は
売
れ
ま
せ
ん
。

　
オ
フ
ィ
ス
が
埋
ま
ら
ず
、
建
て

か
え
だ
け
で
す
。
建
て
か
え
て
立

派
な
オ
フ
ィ
ス
が
建
つ
と
、
大
量

の
オ
フ
ィ
ス
が
余
る
わ
け
で
す
。

本
社
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る

会
社
が
、
１
つ
ビ
ル
を
借
り
て
統

合
す
る
と
、
オ
フ
ィ
ス
の
総
面
積

が
減
り
ま
す
。
共
用
施
設
が
統
合

さ
れ
て
減
り
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
を

建
て
か
え
れ
ば
建
て
か
え
る
ほ

ど
、
オ
フ
ィ
ス
の
総
面
積
が
下
が

り
ま
す
。

　
し
か
も
、
こ
れ
か
ら
地
価
が
下

が
り
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
土
地

面
積
が
広
が
っ
て
い
き
、
人
口
が

減
り
ま
す
か
ら
地
価
が
下
が
り
ま

す
。
経
済
の
基
本
原
則
で
す
。
こ

れ
か
ら
土
地
代
が
な
く
な
る
と
、

土
地
代
を
払
っ
た
人
が
負
け
ま
す
。

後
か
ら
で
き
る
ほ
ど
土
地
代
を
払

わ
な
い
状
況
が
起
き
て
き
ま
す
。

④
退
職
者
と
新
卒
就
職
者
の
数
が

　
逆
転

　
大
き
な
変
化
は
、
退
職
者
と
新

卒
就
職
者
の
数
が
逆
転
し
た
こ
と

で
す
。
平
成
８
年
か
ら
、
学
校
を

卒
業
し
て
就
職
す
る
人
よ
り
、
退

職
す
る
人
の
数
の
方
が
多
い
状
況

が
起
こ
り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
個
人
所
得
は
増
え
、
売
上
も

増
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
1
0
年

間
、
お
酒
の
消
費
量
、
Ｃ
Ｍ
収
入
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
有
料
入
場
者
数

等
9
6
年
が
ピ
ー
ク
で
、
小
売
販
売

額
は
落
ち
て
い
ま
す
。
し
か
し
個

人
所
得
が
落
ち
て
い
る
の
が
認
識

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
収
入
状
況
の
把
握
に
家
計
調
査

を
用
い
て
い
ま
す
が
、
家
計
調
査

で
は
、
個
人
所
得
全
体
を
つ
か
め

ま
せ
ん
。
個
人
所
得
は
、
課
税
対

象
所
得
額
の
数
字
で
、
確
定
申
告

と
源
泉
徴
収
の
額
で
、
確
定
的
な

数
字
で
す
。
こ
の
個
人
所
得
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
個
人
所
得
が
減

れ
ば
売
り
上
げ
は
減
り
ま
す
。

　
個
人
所
得
が
減
り
始
め
た
の

は
、
退
職
す
る
人
が
新
卒
で
就
職

す
る
人
を
上
回
っ
た
か
ら
で
す
。

横
浜
市
で
、
個
人
所
得
は
４
千
億

円
減
り
、
売
上
が
３
千
億
円
減
り

ま
し
た
。
首
都
圏
全
体
で
は
、
最

近
の
２
年
間
だ
け
で
個
人
所
得
が

１
兆
3
5
0
0
億
円
減
り
ま
し

た
。
好
景
気
と
い
っ
て
も
こ
れ
だ

け
減
る
と
、
売
上
も
落
ち
ま
す
。

　
企
業
は
も
う
退
職
が
始
ま
っ
て

い
る
の
で
、
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
公
務
員
の
場
合
も
、

多
く
が
退
職
す
る
の
で
、
横
浜
市

に
と
り
財
政
好
転
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
継
続
雇
用
を
し
て
も
、
給
料

は
下
が
り
ま
す
の
で
劇
的
に
財
政

構
造
が
変
わ
り
ま
す
。
席
が
余
り
、

仮
庁
舎
で
つ
く
っ
た
所
を
民
間
に

貸
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、
1
0
歳
か
ら
5
9
歳
が
増

え
続
け
て
き
た
の
は
東
京
都
市
圏

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
減
り
ま
す
。

も
う
既
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
住
民
税
収
が
増
え
る
こ

と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ま
だ
現
役

の
減
少
が
少
な
い
こ
の
５
年
間
に

も
、
税
収
は
落
ち
て
い
ま
す
。
自

治
体
経
営
は
、
住
民
の
ヶ
ア
が
仕

事
で
す
の
で
、
少
し
長
期
的
に
考

え
る
べ
き
で
す
。

⑤
高
齢
化
の
進
展
に
ど
う
対
応

　
す
る
か

　
日
本
で
一
番
高
齢
化
し
て
い
る

の
は
島
根
県
で
す
。
1
8
万
９
千
人

分
の
老
人
福
祉
の
キ
ャ
パ
が
、

1
5
％
増
え
て
島
根
県
は
耐
え
ら
れ

る
か
。
納
税
者
が
減
る
か
ら
ど
う

す
る
か
と
い
う
話
で
す
。
島
根
県

は
、
４
人
に
１
人
の
高
齢
者
が
、

1
0
人
に
３
人
に
な
り
ま
す
。
東
京

は
、
現
状
で
高
齢
化
率
は
１
割
違

い
ま
す
が
、
今
後
１
・
８
倍
に
な

り
、
1
0
年
後
の
東
京
都
市
圏
の
高

齢
化
率
は
、
今
の
島
根
県
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
2
0
年
後
に

は
、
東
京
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

５
年
前
の
島
根
県
と
重
な
り
ま

す
。
2
0
年
後
の
東
京
の
ほ
う
が
団

塊
の
世
代
が
7
0
代
に
な
っ
て
い
る

人
が
多
い
か
ら
、
今
の
島
根
県
よ

り
後
期
高
齢
者
は
多
い
で
す
。
2
0

年
後
の
東
京
の
ほ
う
が
、
出
生
率

が
低
い
か
ら
、
今
の
島
根
県
よ
り

子
ど
も
は
少
な
い
で
す
。
あ
と
は

大
体
同
じ
で
す
。
今
の
島
根
県
が

財
政
破
綻
に
な
っ
た
ら
、
2
0
年
後

の
東
京
は
財
政
破
綻
で
す
。
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
、
必
死
に
手
を

打
た
な
い
と
、
島
根
県
は
東
京
の

税
金
で
救
っ
て
も
ら
え
ま
す
が
、

横
浜
市
、
東
京
都
を
救
う
人
は
い

ま
せ
ん
。

　
統
計
情
報
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

の
予
測
で
は
、
横
浜
市
の
区
別
で
、

最
も
高
齢
者
の
絶
対
数
の
増
加
が

激
し
い
区
は
、
日
本
の
全
市
区
町

村
で
２
番
目
の
高
齢
者
の
増
加
率

で
、
都
筑
区
の
５
・
５
倍
で
す
。

次
が
青
葉
区
で
、
３
・
Ｏ
倍
で
す
。

今
と
同
じ
１
人
当
た
り
の
福
祉
支

出
で
は
、
財
政
破
綻
し
ま
す
。
そ

れ
を
避
け
つ
つ
、
今
の
高
級
な
お

し
ゃ
れ
な
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
を
維

持
す
る
に
は
、
難
し
い
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
と
、
福
祉

需
要
が
増
大
し
ま
す
。
福
祉
の
負

担
は
高
齢
化
率
と
連
動
せ
ず
、
高

齢
者
の
絶
対
数
と
連
動
し
て
い
ま

す
。
年
金
も
介
護
も
、
高
齢
者
の

絶
対
数
に
連
動
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
首
都
圏
で
は
高
齢
化
率
が
上
が

る
以
上
に
、
絶
対
数
が
上
が
り
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者

数
も
施
設
も
、
人
口
比
当
た
り
少

な
い
で
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
、
全
部
基
礎

自
治
体
に
押
し
付
け
る
今
の
制
度

は
間
違
っ
て
い
る
の
で
、
国
に
意

見
を
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
大

都
市
の
市
長
が
連
合
し
て
闘
わ
な

い
と
だ
め
で
す
。
名
古
屋
、
横
浜
、

大
阪
等
の
市
が
連
携
し
て
意
見
を

言
う
こ
と
で
す
。
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⑥
大
き
な
変
化
の
本
質
を
見
る

　
東
京
は
こ
れ
ま
で
地
方
か
ら
人

を
集
め
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
の
時
に
増
え
、
大
学
卒

業
で
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

が
東
京
が
食
い
つ
な
い
で
き
た
ビ

ジ
ネ
ス
で
し
た
け
れ
ど
、
こ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
終
わ
り
ま
し

た
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
就
職
し
た

時
点
で
終
わ
り
ま
し
た
。
後
は

年
々
、
子
ど
も
が
減
り
、
7
0
歳
以

上
は
首
都
圏
全
体
で
増
え
て
、
2
0

歳
―
5
9
歳
は
全
体
に
減
り
ま
す

（
図
３
・
図
４
）
。

　
バ
ブ
ル
期
に
、
団
塊
の
世
代
の

子
ど
も
が
中
学
生
に
な
り
、
家
を

買
う
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
し
た

が
、
買
い
終
わ
る
と
、
次
に
買
う

人
は
少
な
い
で
す
。
そ
し
て
今
、

こ
の
子
世
代
が
買
い
出
し
ま
す
。

こ
の
人
達
は
行
動
が
速
い
か
ら
、

親
の
生
前
贈
与
で
買
う
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
、
郊
外
に
買
っ
て
損
を
し
た
親

の
世
代
の
忠
告
を
受
け
て
、
郊
外

に
買
わ
な
い
の
で
、
郊
外
か
ら
衰

え
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
が

通
り
過
ぎ
た
後
、
次
に
家
を
買
う

人
は
い
ま
せ
ん
。
問
題
は
、
こ
の

人
た
ち
が
買
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が

老
人
ホ
ー
ム
に
な
る
こ
と
で
す
。

空
き
部
屋
が
出
て
き
ま
す
。
短
期

間
で
２
・
５
倍
に
増
え
ま
す
。
空

い
た
家
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、

共
益
費
の
払
い
込
み
不
足
を
起
こ

し
ま
す
。
建
て
替
え
が
き
か
ず
、

ス
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。
一
番
問
題

な
の
が
高
層
住
宅
で
す
。
壊
す
の

は
1
4
階
が
限
界
で
、
そ
れ
以
上
高

い
の
は
高
層
型
の
ス
ラ
ム
に
な
り

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
住
宅
用

の
高
層
建
築
物
を
造
り
ま
せ
ん
、

分
譲
は
造
ら
せ
ま
せ
ん
。
首
都
圏

の
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
は
、
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
を
造
っ
て
は
い
け
な

い
、
と
言
い
ま
す
が
造
り
ま
す
。

必
ず
後
々
製
造
物
責
任
を
問
わ
れ

ま
す
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
1
4

階
建
て
な
ら
ク
レ
ー
ン
で
壊
せ
ま

す
、
改
修
、
耐
震
改
修
も
で
き
ま
す
。

そ
れ
を
超
え
た
ら
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
輸
出
産
業
が
好
調

な
の
で
、
金
が
余
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
と
こ
ろ
に
客
が
集
中
し

て
、
新
し
い
方
し
か
報
道
さ
れ
な

い
か
ら
、
儲
か
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
郊
外

が
衰
退
し
て
都
心
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
東
京
の
八
重
洲
口
で
は
、

オ
フ
ィ
ス
が
空
い
て
い
ま
す
。
表

参
道
地
区
は
賃
料
が
高
い
で
す

が
、
オ
フ
ィ
ス
床
は
空
い
て
い
ま

せ
ん
。
表
参
道
が
満
室
の
と
き
に
、

神
田
は
、
は
る
か
に
便
利
で
、
賃

料
も
安
い
の
に
空
い
て
い
ま
す
。

伸
び
た
と
こ
ろ
だ
け
見
て
は
、
分

か
り
ま
せ
ん
。

３
　
人
口
減
に
ど
う
対
応
す
る
か

①
専
業
主
婦
が
働
く
こ
と

　
人
口
減
に
対
し
て
、
財
界
は
外

国
人
を
入
れ
る
し
か
な
い
と
言
い

ま
す
。
企
業
は
、
学
校
、
福
祉
な

ど
す
べ
て
自
治
体
任
せ
で
、
入
れ

ろ
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
1
0
年

で
、
日
本
全
国
で
７
０
０
万
人
の

現
役
が
減
り
ま
す
。
過
去
1
0
年
間

に
6
0
万
人
し
か
増
え
て
い
な
い
外

国
人
が
、
こ
れ
か
ら
1
0
年
間
で
７

０
０
万
人
増
え
る
こ
と
は
、
あ
り

得
ま
せ
ん
。
現
役
の
減
少
と
い
う

事
態
、
絶
対
数
７
０
０
万
人
の
納

税
者
が
減
る
事
態
を
甘
く
見
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
新
卒
が
減
る

か
ら
失
業
率
は
下
が
り
ま
す
。
そ

の
分
、
機
械
化
、
情
報
化
が
進
む

わ
け
で
す
。
何
よ
り
も
、
団
塊
が

辞
め
た
分
、
同
じ
数
を
雇
わ
な
い

の
で
劇
的
に
生
産
性
が
向
上
し
ま

す
。
多
く
の
事
務
手
続
が
、
人
を

雇
う
た
め
に
つ
く
っ
て
い
た
仕
事

が
な
く
な
り
、
情
報
化
が
進
み
ま

す
。
生
産
性
が
ア
ッ
プ
し
て
、
税

収
に
対
す
る
費
用
は
減
り
ま
す
。

景
気
が
よ
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
問
題
は
、
政
府
は
、
消
費
が
減
っ

て
い
る
こ
と
を
見
な
い
こ
と
で
す
。

　
現
役
世
代
７
０
０
万
人
の
減
少

を
補
う
に
は
、
女
性
が
働
く
こ
と

で
す
。
日
本
に
は
専
業
主
婦
が
1

6
5
0
万
人
い
ま
す
。
専
業
主
婦

の
４
分
の
１
が
働
く
だ
け
で
、
人

口
減
少
は
完
全
に
補
え
ま
す
。
夫

は
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
や
め
て
家
に

帰
り
、
家
事
を
す
べ
き
で
す
。
そ

の
分
、
妻
が
外
に
出
て
働
く
、
有

償
労
働
を
す
べ
き
で
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
劇
的
に
経
済
は
活
性
化

し
ま
す
。
住
民
税
収
も
増
え
、
年
金

保
険
の
払
い
込
み
も
増
え
ま
す
。

医
療
保
険
財
政
も
好
転
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
働
い
て
い
な
い
女
性

が
働
く
と
出
生
率
も
上
昇
し
ま

す
。
2
0
代
、
3
0
代
と
い
う
、
子
ど

も
を
産
め
る
年
の
人
が
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
ほ
ど
、
出
生
率

は
高
い
の
で
す
。
ダ
ブ
ル
イ
ン
カ

ム
の
ほ
う
が
子
ど
も
を
産
む
か
ら

で
す
。
た
だ
し
、
保
育
所
が
き
ち

ん
と
世
話
を
し
て
い
な
い
と
、
子

育
て
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
働

く
こ
と
で
大
手
を
振
っ
て
保
育
所

に
預
け
ら
れ
る
の
で
、
子
ど
も
を

産
む
気
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
と

四
六
時
中
一
緒
に
い
る
と
、
男
も

女
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
江

戸
時
代
は
夫
婦
で
働
い
て
、
男
も

家
事
を
や
っ
て
適
度
に
離
れ
て
子

守
が
面
倒
を
見
て
い
た
の
で
、
出

生
率
が
高
い
の
で
す
。

②
事
実
を
確
認
す
る
こ
と

　
現
状
で
一
番
危
惧
し
て
い
る
こ

と
は
、
解
決
策
よ
り
も
、
国
の
基

本
統
計
の
事
実
を
正
確
に
見
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
誰
も
見
て
い
な

い
こ
と
に
、
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。

対
策
よ
り
も
何
よ
り
も
、
最
大
の
対

策
は
事
実
認
識
を
す
る
こ
と
で
す
。

（
本
稿
は
、
平
成
1
9
年
１
月
1
5
日
に

行
わ
れ
た
講
演
を
、
編
集
部
が
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
）

図３図４

2000年問題の頃の首都圏住民５年後の日本人の首都圏住民
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